
心臓病の犬の散歩について ~時間の観点からの考察~

心臓病の犬が長生きするために散歩が与える効果とは
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#多元的医療論
#散歩

・散歩をいきなり長時間にすると危険。

【当該研究（とうがいけんきゅう）の状況】・
・薬で直す方法と食事療法が一般的にあること
・心臓病の犬は心臓への負担を避けるため絶対安静するべき
・心臓病の犬の持つ症状にはせき、疲れ、呼吸困難、

【先行研究への問題意識】
心臓病の犬は心臓への負担を避け

るために絶対安静にするべき
→

絶対安静や心臓に負担を与えないと
いう研究しかないが、他にも医療法

はあるのではないか？

【RQに対する仮説】
・散歩することで日光（紫外線）に当たることにメリットがある｡
・歩く事で血行  がよくなり健康に繋がる。
・散歩の時間を少しずつ伸ばしていくことで健康につながる（いきなり長時間）

【研究内容・方法】
①日光に当たることで得られるメリットについて
②血行が良くなることの効果について
③心臓病の犬に適した散歩の時間の取り方について
→科学的根拠を用いて明らかにする

【結果の詳細】
①日光のメリット
・日光に当たるとビタミンDが合成される
・セロトニンが分泌される。セロトニン分泌量が少ないと、イライラ感や衝動性（しょうどうせい）が高まる。定期的な適度の運動（散歩）でこれ
らをなくすことで犬の負担を軽減できる

【結論】
・心臓病の犬の散歩には身体的、精神的に効果があると考えられる。
・しかし、走ると心臓に負担がかかり悪影響を生む。
・よって、普段から短時間の散歩を続けること、散歩中に走らないように抑えることが適切であると考えられる。

【結果(RQや仮説に一言で回答すると)】

【RQ】

【考察・今後の課題】
・心臓病の症状を調べた際に「不整脈」が出てきたが、それについて調べられていない。
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【研究目的】心臓病の犬でも、心臓の負担を減らすことだけに注目するのではなく、運動や食事など犬の総合的な健
康を考えることが結果として長生きすることにつながることを明らかにしたい。
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